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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第97期

第３四半期累計期間

第98期

第３四半期累計期間
第97期

会計期間
自　平成27年４月１日

至　平成27年12月31日

自　平成28年４月１日

至　平成28年12月31日

自　平成27年４月１日

至　平成28年３月31日

売上高 (千円) 1,177,299 627,591 1,997,289

経常利益又は経常損失(△) (千円) △101,205 △135,524 225,865

当期純利益又は四半期純損失(△) (千円) △111,051 △103,806 192,202

持分法を適用した場合の投資利益
又は投資損失(△）

(千円) 69,318 △69,096 77,511

資本金 (千円) 5,000,000 1,500,000 5,000,000

発行済株式総数 (株) 102,069,868 102,069,868 102,069,868

純資産額 (千円) 2,068,979 2,715,931 2,372,023

総資産額 (千円) 2,710,844 2,910,938 2,590,451

１株当たり当期純利益金額又は
四半期純損失金額(△)

(円) △1.10 △1.03 1.91

潜在株式調整後１株当たり四半期
（当期）純利益金額

（円） ― ― ―

１株当たり配当額 (円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 76.3 93.3 91.5
 

 

回次
第97期

第３四半期会計期間

第98期

第３四半期会計期間

会計期間
自　平成27年10月１日

至　平成27年12月31日

自　平成28年10月１日

至　平成28年12月31日

１株当たり
四半期純損失金額(△)

(円) △0.56 △0.22
 

 

(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につい

ては記載しておりません。

２　売上高には、消費税及び地方消費税(以下「消費税等」という)は含まれておりません。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額につきましては、潜在株式が存在しないため記載して

おりません。

 

２ 【事業の内容】

当第３四半期累計期間において、当社において営まれている事業の内容に重要な変更はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

　当第３四半期累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、投資者

の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」

についての重要な変更はありません。

　なお、文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。　　　

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社が判断したものであります。

（１）経営成績の分析

当第３四半期累計期間におけるわが国経済は、雇用・所得環境に改善が進み緩やかな回復基調が見られましたが、

米国の政権移行による為替・株式市場の変動や、中国をはじめとするアジア新興国等の景気下振れの懸念など海外情

勢が不安定なため、経営環境は依然として不透明な状況となっております。

このような状況の下、当第３四半期累計期間の業績は、売上高６億27百万円（前年同四半期比46.6％減）、営業損

失２億15百万円（前年同四半期営業損失１億38百万円）となり、受取利息及び配当金35百万円と有価証券評価益35百

万円等で80百万円を営業外収益に計上しましたが、経常損失１億35百万円（前年同四半期経常損失１億1百万円）とな

りました。また、関係会社株式の一部を売却して株式売却益38百万円を特別利益に計上したことにより、四半期純損

失は１億３百万円（前年同四半期純損失１億11百万円）となりました。

 

セグメントの業績は次のとおりであります。

①ニッケル事業

前年同期に比べて販売価格が下落したことにより売上高は３億65百万円(前年同四半期４億26百万円、14.3％減)

となりましたが、経費削減等によりセグメント利益(営業利益)は25百万円(前年同四半期セグメント損失0.3百万円)

となりました。

②不動産事業

当第３四半期までに販売条件が整わず販売用不動産の売却が第４四半期以降となったため、売上高は賃貸料収入

のみの14百万円(前年同四半期４億42百万円 96.7%減）となりました。セグメント損失(営業損失)は２百万円（前年

同四半期セグメント利益89百万円）となりました。

③教育事業

校舎の一部を閉鎖又はＦＣ化したため生徒数が減少し、売上高は２億47百万円（前年同四半期３億８百万円、

19.6％減）となり、セグメント損失(営業損失)は23百万円（前年同四半期セグメント損失15百万円）となりまし

た。

④環境事業

売上の計上はありませんでした。
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（２）財政状態の分析

当第３四半期末の資産につきましては、流動資産は前事業年度末に比べ99百万円減少し、18億53百万円となりまし

た。これは主に現金及び預金等の減少によるものであります。

　固定資産は前事業年度末に比べ４億19百万円増加し、10億57百万円となりました。これは主に当社の関連会社であ

りました株式会社東理ホールディングスの株式を平成28年９月に一部売却したことに伴い、保有目的を当社の関連会

社株式からその他有価証券に変更し、当該有価証券の評価方法を原価法から時価法に変更したことによる投資有価証

券の増加であります。

当第３四半期末の負債につきましては、流動負債は前事業年度末に比べ25百万円減少し、１億２百万円となりまし

た。これは主に未払法人税等や未払消費税等の未払債務の減少によるものであります。固定負債は、前事業年度末に

比べ２百万円増加し、92百万円となりました。

　当第３四半期末の純資産につきましては、前事業年度末に比べ３億43百万円増加し、27億15百万円となりました。

これは主に有価証券の保有目的の変更により、その他有価証券評価差額金が前事業年度に比べ４億47百万円増加した

ことによります。

 

（３）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期累計期間において、当社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課題は

ありません。

 

（４）研究開発活動

該当事項はありません。

 

 （５）経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し　

　当第３四半期累計期間において、当社の経営成績に重要な影響を与える要因に重要な変更はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 200,000,000

計 200,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成28年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成29年２月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 102,069,868 102,069,868
東京証券取引所
(市場第一部)

単元株式数は100株でありま
す。

計 102,069,868 102,069,868 ― ―
 

　

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
 

(千円)

資本金残高
 

(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成28年10月１日
～

平成28年12月31日
 

― 102,069,868 ― 1,500,000 ― ―

 

 

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

 

EDINET提出書類

株式会社エス・サイエンス(E01300)

四半期報告書

 5/17



 

(7) 【議決権の状況】

 

当第３四半期会計期間末現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載す

ることができないことから、直前の基準日(平成28年９月30日)に基づく株主名簿による記載をしております。

 

① 【発行済株式】

平成28年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式      

1,475,900
―

権利内容に何ら限定のない当社にお
ける標準となる株式

完全議決権株式(その他)
普通株式

100,527,600
1,005,276 同上

単元未満株式
普通株式

66,368
― 同上

発行済株式総数 102,069,868 ― ―

総株主の議決権 ― 1,005,276 ―
 

(注) １　「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が7,766株(議決権77個)含ま

れております。

２　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式32株が含まれております。

 

② 【自己株式等】

平成28年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
株式会社エス・サイエンス

東京都中央区銀座八丁目９
番13号

1,475,900 ― 1,475,900 1.44

計 ― 1,475,900 ― 1,475,900 1.44
 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令第63

号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期会計期間(平成28年10月１日から平成28年

12月31日まで)及び第３四半期累計期間(平成28年４月１日から平成28年12月31日まで)に係る四半期財務諸表につい

て、ＫＤＡ監査法人による四半期レビューを受けております。

 

３．四半期連結財務諸表について

「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令第64号)第５条第２項により、

当社では、子会社の資産、売上高、損益、利益剰余金及びキャッシュ・フローその他の項目からみて、当企業集団の

財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に関する合理的な判断を妨げない程度に重要性が乏しいものとし

て、四半期連結財務諸表は作成しておりません。なお、資産基準、売上高基準、利益基準及び利益剰余金基準による

割合は次のとおりであります。

 

　　①資産基準　　　　　    　　         0.4%

　　②売上高基準　　                       ─

　　③利益基準　　　　　　　　　　       1.5%

　　④利益剰余金基準　　   　　          8.8%

 ※会社間項目の消去後の数値により算出しております。なお、売上高基準及び利益基準は第３四半期累計期間の数値

によっております。利益剰余金基準は一時的な要因で高くなっておりますが、重要性はないものと認識しておりま

す。

 

４.　財務諸表等の適正性を確保するための特段の取組について

当社は、財務諸表等の適正性を確保するための特段の取組を行っております。具体的には、会計基準等の内容を適

切に把握し、また会計基準等の変更等について的確に対応するための体制を整備するため、各種セミナーや研修に参

加しております。
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１ 【四半期財務諸表】

(1) 【四半期貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前事業年度

(平成28年３月31日)
当第３四半期会計期間
(平成28年12月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 875,250 569,184

  受取手形 40,726 ※2  50,500

  売掛金 63,937 58,064

  営業未収入金 14,633 23,284

  有価証券 148,960 184,760

  販売用不動産 ※1  643,606 ※1  767,506

  商品 92,359 157,191

  前渡金 36,667 2,143

  前払費用 11,101 13,243

  未収入金 25,774 17,991

  預け金 1,774 1,751

  未収消費税等 - 9,147

  その他 1,147 2,282

  貸倒引当金 △2,607 △3,224

  流動資産合計 1,953,331 1,853,828

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物 452,973 452,973

    減価償却累計額 △202,785 △209,186

    建物（純額） 250,188 243,786

   構築物 1,187 1,187

    減価償却累計額 △1,187 △1,187

    構築物（純額） - -

   機械及び装置 8,941 8,941

    減価償却累計額 △8,941 △8,941

    機械及び装置（純額） - -

   車両運搬具 25,705 25,705

    減価償却累計額 △17,939 △19,880

    車両運搬具（純額） 7,765 5,824

   工具、器具及び備品 134,991 136,215

    減価償却累計額 △134,691 △135,124

    工具、器具及び備品（純額） 299 1,090

   リース資産 9,847 9,847

    減価償却累計額 △9,847 △9,847

    リース資産（純額） - -

   有形固定資産合計 258,253 250,701
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           (単位：千円)

          
前事業年度

(平成28年３月31日)
当第３四半期会計期間
(平成28年12月31日)

  投資その他の資産   

   投資有価証券 5,158 682,764

   関係会社株式 270,727 20,000

   出資金 1,400 1,400

   敷金及び保証金 68,787 69,035

   長期貸付金 2,400 2,400

   会員権 19,308 19,308

   長期前払費用 2,656 2,424

   長期未収入金 30,078 32,841

   その他 18,436 19,084

   貸倒引当金 △40,087 △42,850

   投資その他の資産合計 378,866 806,408

  固定資産合計 637,120 1,057,110

 資産合計 2,590,451 2,910,938
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           (単位：千円)

          
前事業年度

(平成28年３月31日)
当第３四半期会計期間
(平成28年12月31日)

負債の部   

 流動負債   

  買掛金 11,102 9,909

  リース債務 3,984 3,047

  未払金 28,956 27,014

  未払費用 5,253 4,903

  未払法人税等 45,779 28,385

  未払消費税等 17,976 -

  前受金 5,313 22,880

  前受収益 868 2,337

  預り金 6,777 2,989

  賞与引当金 2,125 634

  その他 - 68

  流動負債合計 128,137 102,171

 固定負債   

  リース債務 2,655 603

  退職給付引当金 6,969 8,309

  役員退職慰労引当金 48,100 50,848

  繰延税金負債 188 250

  資産除去債務 32,376 32,753

  その他 - 71

  固定負債合計 90,290 92,836

 負債合計 218,428 195,007

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 5,000,000 1,500,000

  資本剰余金   

   その他資本剰余金 1,560,321 1,203,408

   資本剰余金合計 1,560,321 1,203,408

  利益剰余金   

   その他利益剰余金   

    繰越利益剰余金 △3,856,912 △103,806

   利益剰余金合計 △3,856,912 △103,806

  自己株式 △331,796 △331,798

  株主資本合計 2,371,612 2,267,804

 評価・換算差額等   

  その他有価証券評価差額金 410 448,126

  評価・換算差額等合計 410 448,126

 純資産合計 2,372,023 2,715,931

負債純資産合計 2,590,451 2,910,938
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(2) 【四半期損益計算書】

【第３四半期累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年12月31日)

売上高 1,177,299 627,591

売上原価 988,204 550,941

売上総利益 189,094 76,650

販売費及び一般管理費 327,298 292,299

営業損失（△） △138,203 △215,649

営業外収益   

 受取利息及び配当金 44,304 35,746

 受取賃貸料 4,449 4,449

 有価証券評価益 - 35,800

 貸倒引当金戻入額 1,342 -

 営業権譲渡益 - 4,629

 その他 1,524 154

 営業外収益合計 51,620 80,779

営業外費用   

 売上割引 211 219

 有価証券評価損 13,722 -

 その他 688 435

 営業外費用合計 14,622 655

経常損失（△） △101,205 △135,524

特別利益   

 固定資産売却益 1,251 -

 関係会社株式売却益 - 38,500

 特別利益合計 1,251 38,500

特別損失   

 投資有価証券売却損 3,641 -

 特別損失合計 3,641 -

税引前四半期純損失（△） △103,594 △97,024

法人税、住民税及び事業税 7,456 6,781

法人税等合計 7,456 6,781

四半期純損失（△） △111,051 △103,806
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【注記事項】

(継続企業の前提に関する事項)

　該当事項はありません。

 

(会計方針の変更等)

(平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用）

　法人税法改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対応報

告第32号　平成28年６月17日）を第１四半期会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物附属設備及

び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

　なお、この変更による当第３四半期累計期間の損益に与える影響はありません。

 

 (追加情報）

(繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

 「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号　平成28年３月28日）を第１四

半期会計期間から適用しております。

 
(四半期貸借対照表関係)

※１　販売用不動産

当第３四半期会計期間に「販売用不動産」の取得価額に算入した借入金利息はありません。当第３四半期会計期

間末残高に含まれる借入金利息算入額はありません。

 

※２　四半期会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しています。　　　

なお、当第３四半期会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期会計期間末日満期手形が四半期会

計期間末残高に含まれております。

 

 
前事業年度

(平成28年３月31日)
当第３四半期会計期間
(平成28年12月31日)

受取手形 ─千円 9,324千円
 

 

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期累計期間に係るキャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期累計期間に係

る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む)は、次のとおりであります。

 

 
前第３四半期累計期間
（自　平成27年４月１日
　　至　平成27年12月31日）

当第３四半期累計期間
（自　平成28年４月１日
　　至　平成28年12月31日）

減価償却費 10,144千円 9,008千円
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(株主資本等関係)

前第３四半期累計期間（自　平成27年４月１日　至　平成27年12月31日）

　配当に関する事項

　　　　該当事項はありません。

 
当第３四半期累計期間（自　平成28年４月１日　至　平成28年12月31日）

　１．配当に関する事項　

　　　　　　 該当事項はありません。

 

       ２．株主資本の金額の著しい変動　

平成28年６月29日開催の定時株主総会の決議に基づき、平成28年８月２日(効力発生日)付で「資本金」

を3,500,000千円減資して、同額を「その他資本剰余金」に振り替えております。また、同日「その他資本

剰余金」で「繰越利益剰余金」を欠損填補しております。この結果、第２四半期会計期間において「資本

金」が3,500,000千円、「その他資本剰余金」が3,856,912千円それぞれ減少し、当第３四半期会計期間末

において「資本金」が1,500,000千円、「その他資本剰余金」が1,203,408千円となっております。

 
(持分法損益等)

 

 
前第３四半期累計期間
（自　平成27年４月１日
　　至　平成27年12月31日）

当第３四半期累計期間
（自　平成28年４月１日
　　至　平成28年12月31日）

持分法を適用した場合の投資利益
又は投資損失(△）の金額

69,318千円 △69,096千円
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     (単位：千円)

 

報告セグメント

合計

ニッケル事業 不動産事業 教育事業 環境事業

売上高      

  外部顧客への売上高 426,518 442,433 308,346 ― 1,177,299

計 426,518 442,433 308,346 ― 1,177,299

セグメント利益又は
セグメント損失(△)

△389 89,976 △15,131 ― 74,456
 

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容(差異

調整に関する事項)

 (単位：千円)

利益又は損失 金額

報告セグメント計 74,456

全社費用(注) △212,659

四半期損益計算書の営業損失(△) △138,203
 

 (注) 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

 

Ⅱ 当第３四半期累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     (単位：千円)

 

報告セグメント

合計

ニッケル事業 不動産事業 教育事業 環境事業

売上高      

  外部顧客への売上高 365,366 14,328 247,896 ― 627,591

計 365,366 14,328 247,896 ― 627,591

セグメント利益又は
セグメント損失(△)

25,623 △2,975 △23,135 ― △488
 

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容(差異

調整に関する事項)

 (単位：千円)

利益又は損失 金額

報告セグメント計 △488

全社費用(注) △215,161

四半期損益計算書の営業損失(△) △215,649
 

 (注) 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

 

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は次のとおりであります。
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項目

前第３四半期累計期間

（自　平成27年４月１日

至　平成27年12月31日）

当第３四半期累計期間

（自　平成28年４月１日

至　平成28年12月31日）

１株当たり四半期純損失金額（△）(円) △1.10 △1.03

(算定上の基礎)   

四半期純損失金額（△）（千円） △111,051 △103,806

普通株主に帰属しない金額（千円） ― ―

普通株式に係る四半期純損失金額（△）
（千円）

△111,051 △103,806

普通株式の期中平均株式数（千株） 100,594 100,593
 

(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

(重要な後発事象)

自己株式の消却

 当社は、平成29年２月14日開催の取締役会において、以下のとおり、会社法第178条の規定に基づき、自己株式の

消却を行うことを決議いたしました。

 

１． 消却の理由

当社は、資本効率の向上を図るとともに、機動的な資本政策の遂行および株主への利益還元を目的として、自己株

式を取得・保有しておりましたが、発行済株式総数の減少を通じて株主利益の増大を図ることを目的として、自己

株式の消却を行うものであります。

 

２． 消却の内容

（１）消却の方法

　　　その他資本剰余金から減額

（２）消却する株式の種類

　　　当社普通株式

（３）消却する株式の総数

     1,476,119株

    （消却前の発行済株式総数に対する割合　1.44％）

（４）消却予定日

     平成29年２月28日

（５）消却後の発行済株式総数

     100,593,749株

 

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成29年２月14日

株式会社エス・サイエンス

取締役会  御中

ＫＤＡ監査法人
 

 

指定社員

業務執行社員
 公認会計士   佐　佐　木　　敬　昌　　印

 

 

指定社員

業務執行社員
 公認会計士   毛　　　利　　　　優   印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社エス・

サイエンスの平成28年４月１日から平成29年３月31日までの第98期事業年度の第３四半期会計期間(平成28年10月１日か

ら平成28年12月31日まで)及び第３四半期累計期間(平成28年４月１日から平成28年12月31日まで)に係る四半期財務諸

表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表

を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適

正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社エス・サイエンスの平成28年12月31日現在の財政状態及び同日を

もって終了する第３四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において

認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

(注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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